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広忠誠. 英文誌 56巻3号掲載論文和文要旨

Siver， P. A. 1・Hamilton，P. B. 2・Morales，E. A.3， 4 :ノースカロラ

イナから記載された新属新種Brevilineapocosinensis Siver， 

Hamilton & Morales (珪藻綱)について

Peter A. Siver'， Paul B. Hamilton2 and Eduardo A. MoralesJ
.
4: Brevilinea 

pocosinensis Siver， Hamilton & Morales gen. et Sp. nov.， a new diatom 

(BaciJJariophyceae) genus from NOlth Carolina， USA 

珪藻の新属 βrelεのv必η肥εα をアメ リカ合衆国ノ 一スカロライナの

大西洋沿岸音剖部Ilの酸性淡水i，'刊湖l川l官品から記i載俄する弘。本属の夕イプ種であ

るB.po町CωOω'S1I1e仰ns川1，β'Sは既知の珪高羽部:1;とはパルブの中央f音剖部i'IぷIlにのみ存在

する特徴的な退化した縦7満戸詩Iによつて区別される。この新しい分類

群は大きく顕著な ar巴olaeを持っており， 他の属と区別すること

ができる。本属と同様の退化的な rapheを持っているほかの属と

の分類学的関係について考察した。現在の変わりつつある珪藻

の分類体系を鑑みればBrevilineaはいずれは新しい科とすること

も考えられるが，現時点ではまだ時期尚早で、ある。('Connecticut

Colleg巴， 2Canadian Museum of Naturι3Patrick Center for 

Environmental Research. 4Unjversidad Catolica Boliviana San 

Pablo) 

Hernandez-Becerril， D. U.1 
• Baron-Campis， S. A.2 :熱帯メキシ

コ太平洋岸より記載された珪藻Fryxelliellaの新種Fryxelliella

pacifica Sp. nov.について

David U. Hernancl巴z-Bec巴rriJ'ancl Sofia A. Baron-Campis2: New species 

ofth巴diatomgenus Fryxelliella (BaciUariophyta)， Fryxelliella pacijica Sp 

nov.， from the tropicaJ Mexican Pacific 

Salina Cr山.UZOaxaca i刈沖iド川沖rl中|ドl合lにこおけるj植H随1値直:物陶フプ。ランクトンのモニ夕リン

グの際に新種Fめrり')戸J

は単独性でで、， rl二1程度の細胞サイズをもっ円盤状の種である。3本

の比較的大きな ocelliが殻表聞の縁辺近く(縁辺から3-5胞紋

程度)に対称的に位置している。本極はFry抑 lliella属の特徴をは

っきりと持っている，つまり circumferentialmarginal tube (siphon 

margi.nal.is )， 殻周縁部の円形あるいは三角形に近い形状の外部付

属物， そして valvemantel巴の並列しているr巴ctangula.rplatesで

ある。本種は現生種でタイプ極の FjloパdanaPrasaclに非常に近

縁であるように思われる。しかし Fpαcificaは1)細胞のサイズと形，

2) ocelliのサイズ，位置および梢造， 3)円形あるいは三角形に

近い形をした外部付属物の形と密度，4) 唇状突起(タHn~の一つ

がcrownを形成している2つの同心円状の管，短い突起)の外

部形態， 5)汽水で、はなくむしろ海産である，という点においてR

jloridanaとは異なる。外見的には唇:1犬突起は2つの同心円状にな

らんだチューブからなる複雑な構造をとり，その外側のチューブは

先がわれて crownのようになっている。本種はプランクトンサンプ

ルから採取されたが，砂状の:J:{f~積物l二|ヨか tychoplankton として生

育しているものと考えられる。('UniversidadNacionaI Autonoma， 

2lnstituto Nacional de la Pesca) 

水野 真 :!m形成と精子形成のパターンから推定される中心珪藻

の進化

Makoto MizlIno: Evollltion of c巴ntricdiatoms infen巴clI'rom patt巴rnsof 

∞gen巴sisand spermatogenesis 

中心珪誌の卵形成においては，3つのパターンが，精子形成では，

4つのパターンがま11られている。またそれらの組み合せにおいては，

7つの異なる組み合せがみられる。これらの組み合せの進化を卵

形成と精子形成の過程でみられる減数分裂の形質状態に基づし 3て

推定した。そして，この組み合せの進化と，組み合せの出現に関す

る情報，並び、に既報の分子系統樹に基づいて， rl:1心珪藻の進化を

推定した。推定結果から，現生の珪藻の最後の共通先祖(th巴Iast

common ancestor of exL:'1nt diatoms)は，現存する卵形成と精子

形成の組み合せのなかでは最も原始的な組み合せを持ち， 2つあ

るいはそれ以上の極 (pole)が存在する殻を持つ中心珪藻だ、った事

が示唆された。また，放射状 (radial)の殻を持つ中心珪藻と羽状

珪藻のそれぞれの祖先は，この順序で，現存する卵形成と精子形

成の組み合せのなかでは最も原始的な組み合せを持ち， 二極ある

いは多極の殻を持つ中心Jili~J~から分岐した事が示唆された。 (東京

農業大学)

Garcia-Jimen白， p'
1 

• Geraldino， P. J. l.2 . Boo， S. M.2・Robaina，

R. R.1 カナリー諸島に移入された紅藻サクラノリ Grateloupia

imbricata (ムカデノリ科)について

Pil加 Garcia-1imenez'，Palll 101111 L. G巴raldin02.SlIng Ming Bo02 and 

Rafa巴IR. Rob凹 a':ReclaJga Grateloupia imかicata(Halymeniacea巴)， a 

species introclllced into the Canary Is l~mcls 

カナリー諸島グランカナリア島のムカデ、ノ リ属標本について，生

理学や分子生物学の実験に用いられてきた極がしミずれの種か， 分

子系統学的な確認を行った。rbcLに基づく解析によって生理学的

実験によく利用される5つの楳本のうち4つが韓国，日本，中国の

サクラノリ Grateloupiaimbricataと単系統になり， 加えて同属の他

極と明確に区別されることが明らかになった。%¥類の養殖ネットに

生えていた他のサンフ。ルは日本のフタ守ラク Grateloupialanceolata 

とクレードを組んだがG.lanceolataと同定するには|時期尚早だと

考えられる。 1"1本および!ili~~固に自生するアジア産の G. imbricataが

カナリー諸島に分布していることが明らかになったので，大型藻の

移入について新しい事例が確認されたことになる。生物の越境移

動に関する国際物流の役割について論じる。('Universidadd巴las

Palmas GC， 2Chungnam National University) 

Gauna， M. C. . Parodi， E. R. :アルゼンチンパタゴニア沿岸に生育

する紅藻 Hymenenafalklandica上の着生 ・内生緑藻について



MOョciliaG宮町祖釦d四国RParodi: Gre四巴pi-endoph抑sin Hymenena 

falklandica (Rhodophyta) from the Patagonian coasts of Argentina: 

Prelimin町 observations

アルゼンチンの紅藻ウスパノリモドキ属の一種的lmeneoo

fal伽 ulicaにおける内生・着生藻について報告する。 Epicladiω
heterotri.c，加(Yaris助Nielsen(緑藻綱)は特にホストの基部にお

いては 1∞%の優占度をしめすことが明らかになった。謂べた藻体

の14%が低い， 28%が中程度， 58%がE.heterotrichaによる激

しい感染をしめした。 Pse.似たndocloniumsubmarinumは約3%の

低い出現頻度をしめした。 E.heterotrichaとP.submarinumの発

生と変動を単藻あるいは二藻培養で調べた。 H.fal伽 ulicaを用

いたE.heterotric加の感染実験ではE.heterotrichaは最初着生す

るのみであったが感染後期になるとホストの皮層内へ細胞糸をの

ばすことが示された。 P.submarぜnumは着生するのみで，内生糸

をのばすことはなかった。本研究はアルゼンチン南岸における H.

fal，肱mdica上の着生・内生藻の優占度と影響の両方について比較

した最初の疫学的研究である。 (UniversidadNacional del S町&

Ins伽toArgen伽ode白田nografia)

政潟出ker，C.1・Farr，T. J.2 • NeI鈎n，w. A.2:ニュージーランド産

糸状ウシケノリ目藻類の比較培養実験による生態的適応と生物地

理に闘する所見

。凶sti釦 B∞deker'，Tracy 1. Fllri叩 d恥 ndyA NeJson2: Comparative 

culture experiments with filamentous members of the Bangiales 

(Rl叫ophyta)from New Zealand: Insights凶oecologic adaptation and 

biogl田 graphy

遺伝的に区別できる7つの糸状ウシケノリ目藻類について，異な

る環境条件に対する反応の比較と，これらのウシケノリ目藻類を区

別する上で生理・形態・生活史の形質が有効かを評価するため，

いくつかの温度 (100 C， 12 0 C， 15 0 C， 20 0 C)と日長条件，お

よび低塩分濃度下 (5psu)で配偶体の培養実験を行った。細胞

糸の太さや細胞のサイズなどの形態形質について，いくつかの系統

聞で有意な差が見つかった。これらの形態測定にもとづく形質は地

域的な判別基準となりうる拭実験条件下であることや反復が必

要であることを考えれば実用性は限られている。糸状ウシケノリ目

藻類を区別する上で最も有効な形質は胞子発芽率，糸状体の成長

速民胞子放出のタイミングと量，および糸状体の死亡率であるこ

とが分かった。異なる系統は，温度と日長，及び塩濃度によって表

される環境条件に適応しているようである。これらの比較培養実験

の結果から今回用いた系統について，ニュージーランド周辺におけ

る季節的消長や生物地理的分布について，いくらかの説明を考え

ることができる。(INationalHerbarium of Netherlands， 2National 

h副知teof Water and Atmωpheric&民国rch)

D側、A.p'1 • E鋪rada， 8.1 • Nicholson， J. M.2 . S岡崎 D.C.1:フー

リエ変換赤外分光分析とX線微小解析の組み合せにより調べら

れた異なるリン瀧度に対するん1a旬開af~国剖U飽の分子応

答

Andrew Peter Dean'， Bea国zEstrada'， James Martin Nicholson2 and 
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David Charles Sigee': Molecular response of Anabaena flos-aquae to 

differing concentrations of phosphorus: A∞mbined Fourier紅溜lSform

infrar吋 andX-raym町田nalyti叫 study

培地中に含まれる利用可能なリン (p)量を変化させた時の糸

状性ラン藻加悦.00flos-aquaeで見られる応答を，フーリエ

変換顕微赤外分光光度計解析官TIR顕微分光)とエネルギー

分散型X線装備置を備えた走査型顕微鏡による X線微小解析

(EDXRMA)により調べた。パッチ培養開始時のリン濃度。l()4-P)

を50μgel (低リン濃度培養)及び.，5<∞ μgL叱中間リン濃度

培養)， 5αmμgL-1 (高リン濃度培養)の3つの培養条件を設定

し，それぞれの条件について総生物量及び，クロロフィルa量，培

地中のリンと硝酸別03・閃濃度，細胞のリン含有量，炭素配分を

測定した。高リン培養では，総生物量は試験期間 (18ω の終わ

りには6倍に糟加した。この時，培地中のリン濃度は4α沿 μgL-1

以上残っており，EDXRMAで測定した細胞内のリン含有量は，

試験期間中に低下することは無く乾重量当たり， 0.2%のIW)を保

っていた。中間リン濃度培養では，総生物量は高リン培養と同程

度に増加していたが，培地中のリン濃度は， 20μgL-1まで低下し

ており，培地中のリン濃度の低下は，細胞中のリン含有量に反映さ

れており 0.24%のIW)から 0.06%のIW)にまで減少していた。高

リン濃度と中間リン濃度培養の聞で細胞内及び，培地中のリンの量

では顕著な違いが見られた杭炭素配分はFTIR顕微分光で得ら

れた結果を2つの解析手法である階層的クラスター分析但CA)と

主成分解析仔>CA)で解析を行っても違いは見られなかった。低リ

ン濃度培養では，細胞は明らかにリン欠乏状態となり，培地中のリ

ン濃度は検出限界以下(<5μgL-1)で総生物量が低く，細胞内の

リンの含有量はω8%の'W)から 0.01%のIW)まで低下していた。

炭素配分は，高，中間リン濃度のFTIR顕微分光の結果と比べて，

HCAとPCAのどちらの解析でも異なった結果が得られ，低リン

濃度培養の細胞では炭水化物の吸収と一致する領域において吸収

の増大が見られた。以上の結果から FTIR顕微分光と EDXRMA

は，色々なプランクトンの種が混在している状況でlつの種に着目

し，元素や高分子の組成を研究するための分解能を有しており，こ

れらの技術を複合的に用いることにより環境ストレスに対するラン

藻の応答の研究を将来的に大きく発展させるだろう。(Iu凶veぉ.ity

of Manchester， 2Synchrotron Radiation Department) 

坂山英俊:培養藻体をもちいた，卵臨子の比較形態学および複数

のDNAマーカーによる系統学にもとづく Nitella属 (Charal鎚，

車軸鷹綱)の分類

Hidetoshi Sakayama : Taxonomy of Nitella (Charales， Ch紅ophyceae)

加sedon∞m問 ativemo中hologyof附戸間叩dmultiple DNA marker 

phylogeny山泊gculturedm蹴 rial

F同itella属はα四百lesの中で最大のグループであり，栄養藻体

および卵胞子の形態に最大の多様性をもっている。 RD.W4∞dは

彼のch紅alesを扱った世界的モノグラフのなかで，Nitellaのセク

ションおよび種を主に栄養組織に基づいて特徴づけ，卵胞子壁の

形態を種より下位の階級の判別基準として用いた。それゆえ固有の

卵胞子壁の外部形態 (EMOW)を示す多くのNitella種は種内分
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類群とされ，以前この属に記載されていた 204種のうちの 53種の

みが認められた。しかしながら，最近の形態的および分子系統学

的研究は EMOWを分類基準として用いることの正当性を示して

いる。より最近になって，多くの種の培養材料をmし当た走査型電子

顕微鏡 (SEM)による卵胞子壁の内部形態 (IMOW)の研究と

核および葉緑体ゲノムの複数の DNA塩基配列をマーカーとして

用いた研究が行われ，Nitellaの種分類についての理解が進んだ。

複数の DNAマーカーによる研究により，属内の詳細で、しっかりし

た系統関係が解明され， IMOWの系統的 ・分類学的重要性が示

された。くわえてこの解析は卵胞子形態に基づく分類学的結論を

支持し，SEMによる 臥!lOWとEMOWの研究と複数の DNAマ

ーカーによる解析の組み合わせが属内の分類学的問題を解決する

ことに適しており，系統を反映した分類体系を造ることに適してい

ることを示した。本論文では最近の形態、的および分子系統学的研

究についてレビューし， 最近の Nitellaの分類の変更点についてま

とめる。さらに，とくに卵胞子形態について焦点をあて NiteUα内の

形態的特徴の進化および系統学的関係について考察を行う。(東京

大学，国立環境研)

池谷仁里・林隆久・加来友美・岩田和佳・園部誠司・新免輝男:

アオミド口におけるキシログルカン様多糖類の存在とその細胞間

接着への関与の可能性

日satoIkegaya， T;紘ahisaHayashi， TOlllOmi Kaku， Kazuyoshi Iwata， Seiji 

il::;:izeal 土
心文英

坂本敏夫・坂本香織・ Persson，S.・Bryant，D. A. :海洋性ラン藻

Synechococcus sp. strain PCC 7002において転写因子 NtcBは

硝酸同化遺伝子を選択的に調節する

Toshio S刈<alllOtO，Kaori Inou巴 Sakamoto，Sφren P巴rssonand Donald 

A. Bryant: Transcription factor NtcB specifically controls th巴nltrat巴

assimilation g巴nesin the 111加inecyanobacteriul11 Synechococcus sp. stra川

PCC7∞2 

ntcA 遺伝子はcAMP受容体型転写因子を ntcB遺伝子は

LysR型転写因子をそれぞれコードする。形質転換型海洋性ラン

藻Synechococcussp. strain PCC 7002からこれらの遺伝子を単離

して破壊し解析した。このラン藻において ntcA遺伝子を破壊する

ことがで:きなかったので，ntcA遺伝子は生育に必須な遺伝子であ

ることが示された。硝酸および、亜硝酸を窒素源とした場合，ntcB 

遺伝子を破壊した変異株の生育は非常に遅かったが，窒素源を尿

素にした場合，野生株と同じ生育速度を示した。硝i峻および亜硝

酸の消費がntcB変異株で、はほとんど検出されなかったので，この

変異株は硝酸および亜硝酸を利用できなくなっていることが示され

た。野生株では硝酸同化に必要な3つの遺伝子，nrtP (硝酸ノ号ー

ミアーゼ')， narB (硝酸還元酵素)およびnirA(盟硝酸還元酵

素)のmRNA量が硝l峻を窒素源とする生育条例ニ下へ移すと上昇

Sonobe and Teruo Shimlη巴n・Presenc巴ofxyloglucanーlikepolysaccharid巴

in Spirogyra ancl possibl巴involvel11巴ntin cell-cell attachment 

メチル化分析により，キシログルカンの構成要素で、ある 4，6ーグ

ルコース， 4-ク、、ルコース，端末キシロースがアオミドロの細胞壁に

存在することが明らかとなった。キシログルカンに対する抗体を用

い，免疫組織学的なJ何十万を行った。ペクチン除去後，仮根細胞お

よびその他の細胞の細胞壁が染色された。アオミ ドロの粗抽出液中

にキシログルカンに対するヒドラーゼ活性が見られた。さらに， キ

シログルカンを外液に加えておくと，傷害にともなう死んだ細胞の

細胞壁の脱自ffが阻害された。これらの結果より，アオミドロにおけ

る細胞接着へのキシログ、ルカンの関与の可能性が議論された(兵

庫県立大学)

英文誌56巻3号表紙

Nitella gracillimαの一部分。
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するのに対して，ntcB変異株で、は]1忌写産物量の上昇が起きなかっ

た。ntcA逃伝子の]1伝写産物量は野生株と ntcB変異株との間でほ

とんど違いが見られなかった。これらの結果はこの海洋性ラン藻に

おいて NtcBが硝酸同化に必要な3つの逃伝子の]1伝写を選択的に

調節していることを示す。(PennState Unjversity) 

Lann， K.し・J句ou，C.・Stiger-Pouvreau，V. ホンダワラ科の2

種(葉状の Sargassummuticum (Yendo) Fensholtと管状の

Bifurcaria bifurcata R. Ross)における総フェノール含有量と抗

酸化活性に及ぼす前処理の影響

Kl巴rviLe Lann， CamiUe Jegou and Valeri巴Stiger-Pouvreau:E仔'ectof 

diffel巴ntconditioning treatments on total ph巴noliccont巴ntancl antioxiclant 

activities in two Sargassacean species: COl11parison of th巴fronclos巴

SαJ苫assummulicwn (Yi巴ndo)Fensholt ancl the cylinclrical Bifurcaria 

bifurcata R. Ross 

2種類の褐藻類，S，ωgassum muticumとBifurcariabザurcar，α

を異なる 5つの前処理， fresh (前処理なし)， fr'，巴ezing，fr，巴eze-

drying， oven-dryiJ1g， green house-drying後，メターノール:水=1:1

の溶液を汗=Jv'て抽出し，得られた総フェノール含有量 ロ'PC)と抗

酸化活性について，f~ip析を行った。 TPC は Folin-Ciocalteu 比色



定量法で，抗酸化活性はDPPH(2，2-diphenyl-l・picrylhydrョzyl)

ラジカル消去活性アッセイ法と βカロテン退色法を用いて測定

した。企田hや合eezingの前処理したサンプルに比べ，前処理で

乾燥させた藻体から得られるτ'PCと抗酸化活性能は共に低く，

oven-， green ho蹴 dがngで処理したサンプルでは特に減少が大

きかった。このことから乾燥処理を行うことにより， TPCと抗酸化

活性が減少することが示唆された。 TPC及び，抗酸化活性とそれ

ぞれの前処理条件の関係についても考察を行った。 (Universityof 

W白temBritt佃 y)

Bellgrove， A.・ AOki，M. N.:紅藻イボツノマタChot凶rus

verruc偶蹄{スギノリ目)個体群における配偶体優占度の変異に

ついて

Alecia Bellgrove and Masak位 uN. Aoki: Variation in gametophyte 

dominance in populations of Chondrus verrucosus (Gigartinaceae. 

Rhodoph;戸a)

同型世代交代をおくる日本産紅藻イボツノマタ Chondrus

verrucos，附Mikamiの世代の時間的，空間的変動について報告す

る。本種は小さな岩礁(静岡県，親子岩)上に安定した密な群落

として現れる。 1卯9年から 2α旧年の春から夏の終わりにかけて，

小さな未成熟藻体は常に大きな成熟藻体よりも豊富であった。同

時期において，一般的に果胞子嚢をつけた藻体は成熟した四分脂

子体よりも豊富であり，また成熟した雄性配偶体はまれに低密度で

見られるのみであった。 R田orcinol-a回旬1t田tを用いることで，我々

はイポツノマタの3個体群 (1999年から2α沿年にかけて静岡県

の親子岩およびのろし個体群，および2α旧年秋宮城県カメハナ

岬の個体群)について配偶体と四分胞子体の比率を決定した。い

ずれの年もすべての個体群において配偶体は四分胞子体より高い

比率を示した。ただしのろし(，，-，70%)ではカメハナ岬(，，-，97%) 

や親子岩(，，-，80%)よりも配偶体の比率が低かった。しかしなが

らのろし個体群の他の個体から離れて生育していた個体を調べた

結果では， 1999年は両世代は同じ比率をしめしたが， 2α)()年では

配偶体の比率か清かった (74%)。配偶体の優占度にみられる変異

の原因となりうるメカニズムとして世代聞の拡散と胞子生産の違い

について考察する。(筑波大学)

佐麗晋也九震辺剛2・0百wford， R. M} • K，∞is甘酒， W.H.

C.F.3'M剖in， LK.4:プラジオグランマ科珪藻4分類群

D加 eregrammaminor var. nana， N，回Ifragilarian;，∞加'r;1四，

P勉g;ogrammaatomus， P.開mmogrammavi匂'oensisgen. et 

sp.nov.の形態学的研究および凶UrDNA部分配列による分子

系統解析

Shinya Sato¥ TsuyωhiW紬nabe2• Richard M. Crawford'• Wiebe HC.R 

K∞恒国3and Linda K Medlin4: Morphology of fo町 plagiogrammacean

diatoms; Dimeregramma minor v釘~ nana. Neoj均gilarianicobarica. 

Plagiogramma atomus姐 dPsammogramma vigOensis gen. et sp. nov.. 

and血.eirphylogenetic relation品ip副ferredfrom伊氏iallarge sub凶 I

rDNA 

スペイン・ビーゴの海岸より採集された砂粒試料に含まれ

115 

る珪藻の形態学的研究から，プラジオグランマ科の新属新種

Psammogramma vigoensisが記載された。本分類群の殻は縦方

向に伸長した船形で，両殻端は頂端眼域をもっ。殻の軸域は不

明瞭で，唇状突起を欠く。条線は長軸と垂直に並び，各胞紋は

m匂により閉塞される。さらにDimeregrammaminor var.仰 Ul，

Neψ'O.gぬrianicobarica， Plagiogramma atom凶の形態観察も

行った結果，フラジラリア科に含まれる N.nico伽加のプラジオ

グランマ科への移行か提唱された。 LSUrDNA部分配列による分

子系統解析の結果も，P. vigoens，おおよびN.n郎防加のプラジ

オグランマ科への帰属を支持した。(IA助edWegener Institute for 

Polar and Marine &偲arむ:h， 2文教大学， 3S回 ioneZoolo単位

'Anton Dobm'， 40bservatoire Oceanologique de Banyuls-s町-

mer) 

Sherwl∞d， A.R} . Vis， M. L 2 • En制visle， T. J.3・N田 chlJr.， 0.4• 

円筒世ngG. G.1:代表的紅藻カワモズク目藻類の種聞および種内

にお付るONA配列の変異の比較 :ONAバーコードからの所見

Alison R. Sherw∞d" Morg佃L.Vis2• Timothy 1. Entwisle3• Orlando 

N回 :hiJl and Gemot G. pres血gl:白 n岡山19泊回 versus泊飽路開i岱

DNA sequence variation for repres印刷vesof the Ba回 chospermales

侭hodophyta):Insights from a DNA回配叫泊19approach

種数の多いカワモズク目藻類の65のアクセッシヨンについて

2領域のDNAに基づき特徴付けを行った。一つはミトコンドリ

アcoxl遺伝子(“4塩基対)で紅藻における DNAバーコー

ドとして提案された領域である。もう一つはUPAで，最近ユニ

バーサルプライマーで増幅することが可能になった色素体ゲノム

上の領域である。 2領域のそれぞれにもとづく U悶 MA樹形図

は種レベルの系統関係では一致していた。ただし配列の多様性は

2つの領域で大きく異なっていた。形態的に同定されたアクセッ

シヨンの種内多様性はcoxlではか67bpで，最もサンプル数の

多かったBatrac加Ispremumhelmint加'sumとBatrac加Ispremum

n町 rosporumで最も多かった。一方でより保存的なUPAはか3

bpの種内多様性しか示さなかった。以前に報告されていたB.
helminthosumのミトコンドリアcox2-3スペーサー配列との比較で

はcoxlとcox2-3スペーサーは同等の多様度を示し，また2つの

領域から推定される系統地理的パターンは一致した。最大の標本

数を解析したB.helminthosumとB.n町 'rDsporumでは以前の報

告より cox1の多様度が高かったが，認識された種内系統群の聞

に形態的差異は見られなかった。短いDNA断片にもとづく DNA

バーコードデータは他の分類学的形質と関連づけて説明されるべ

きであるし，また種内多様性についてより一般化するためにより多

くのカワモズク目藻類が解析される必要がある。いずれにせよこれ

らの解析はさらに詳細な解析を行うべきカワモズク藻類の数を明

らかにし，そのような解析がカワモズク目内の種分類に与える影響

について示している。 (IUniversityof Hawaii，勺hioU凶versil思

3Bo泊国cGardens Trust， 4Sao Paulo State U凶vresity)

P釦g，S. J. 1 • Shan， T. F. 1，2 • Zhang， Z. H. 1:配偶子形成における

ワカメ配偶体の高照度への反応について.
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Shao JlIn Pangl， Ti F，巴ngShm/2 ancl Zhi HlIai Zhan{ R巴spons巴sof 

vegetative gallletophytes of Undaria pinnalifida to high irraclianc巴inth巴

process of gallletogenesis 

生態的地位という点において，ワカメ Undariapinnatz戸dαの

個体群は夏期の高水温時に異型世代交代のうちのハフ。ロイドであ

る未成熟の配偶体の状態にある。配偶子形成は， ;1七半球において

は秋に海水慌が下がったとき始まる。海水間lが配偶子形成に過し

た水温まで、 |ごがる場合，照度が配{肉体制胞の密度，つまり栄養成

長をつづ、けるか配偶子形成を行うかを決定する。栄養的lこI目見1さ

せた配{肉体が，配偶子形成において照度変化にどのように対応す

るかを解明するため，我々は ー連の培養実験を行い， 270μ11101 

photons m-2 
S-Iの照度が，暗所 (7-10ftmol photons 111-2 

S-I) に適

応させた雌雌の配偶体にとって致死的であることを明らかにした。

致死的効果は照射n寺問と直線的対応を示した。しかしながら照度

を暗所レベルから最短で、 1-311寺聞の間隔をおいて90，180μ11101 

photons m・2S-Iをへて420μ11101photons m-2 
S-Iまで次第にあげ、た

場合には，未成熟の配偶体は420μ11101photons 111-2 
S-Iにも耐える

ことができた。雌性配偶体の細胞が造卵器に変化した割合，つま

り事実上成熟した割合は，致死的なレベルで、はない高照度で、培養

した時に有意に高かった。本研究における発見は，異なる光環境

下で異なる地域特異的生態的地位にある胞子体集団の変動に|到す

る理解に役立つ。また栄養的に塙1殖させた配偶体を月1いた極i!Dの

大量生産における，光の調節の特殊な技術を確立することの助け

となる。Clnstitllteof Oceanology， Chinese Acad巴l11yofSci巴nce，

2Gradllate University of Chinese Academy of Scienc巴)

NトNi-Win1 • 羽生田岳明 1 ・新井章吾 2 ・内村真之 3 ・ Abbott， 1. A.4• 

川井浩史 1 形態及び分子マーカーに基づく日本で新記録された

3つのPadinaについて

Ni-Ni-Winl， Tak巴akiHanYllclal， Shogo Arai2， Masayllki UchiJllura3， 

Isabella A Ab加tt"ancl Hiroshi Kawail: Thre巴newrecorcls of Padina in 

Japan bas巴clon lllorphological ancllllOlecul加 m泊 kers

元々ハワイで記述されていた褐競ウミウチワ属 Padina(アミジグ

サ目)の3種，Padina melemele 1. A Abbolt et Magruder， Padina 

moffitti，αna 1. A Abbott et HlIjsman，および PadinαthivyaeDoty 

et Newhollse，を南日本の沖合のいくつかの島々から新たに報告

する (Padinamelemele :沖縄および父島， 小笠原諸島，Padina 

仰が伽na:11:11縄，Padina thivyae :種子島)0 1. A Abbottによっ

て同定されたこれらの種の標本および記載と比較することによっ

て同定した。微品目|な差異と して日本の PmelemeleとPthivyaeで

は， 1m分胞子襲併が部体の片側表而上にのみに見られたが，ハ

ワイの標本には~IÜ側に形成するケースもあった。 また，日本の R

nωiffittianaの務体縁辺は全縁であったが，ハワイの標本では縁辺

が房状になっていた。PmelemeleとPmojfittianaの同定は，分

子マーカーとしてゆcLとミ トコンドリア cox3遺伝子を用し当た分

子系統解析で倣:認を行った。しかしながら，P thivyaeについては

DNAを抽出で、きなかったため，この極の記録をJ総認することがで

きなかった。c神戸大学， 2 (株)海部研究所 3港湾空港技術研

究所， 4Univeristy of Hawau) 

小池一彦 1.瀧下清貴 2: Gonyaulax目渦鞭毛藻Amylaxbuxus 

およびAmy.伯xtriacanthaにおける“核の無い"クリプト藻細胞

残さ

Kazuhiko Koikel ancl Kiyotaka Takishita2: Anucleat巴clcryptophyt巴

vestiges in th巴gonyaulacaJeanclinoflag巴lIat巴sAmylax buxus ancl Amylax 

tn.低 :antha(Dinophyc巴ae)

Gonyalllax目 渦 鞭 毛 頭のAmylaxbuxus (Balech) Dodgeと

Am)拘xtriacantha (Jogensen) Som-njaの制胞内に，核が選択的

に消化されたクリプ卜藻の細胞残さが見出された。蛍光顕微鏡

下では，クリプ卜謀残さのU字型の葉緑体からは明瞭な燈色蛍

光 (590JlI1l)が発せられており，残さとはし 3え活発に光合成を

行っているものと想像された。透過型電子顕微鏡を用いた観察

において，葉緑体は，ク リプト藻の Teleaulax属のものとよ く似

た，ルーズな 2"'3重のチラコイ ドと有柄型ピレノイドを有してい

た。葉緑体 16Sr町対A遺伝子の配列解析により，この葉緑体は

長leauLα'xamphioxeiaに由来することが判明した。別の渦鞭毛謀

のDinophysisの盗葉緑体もこのクリプ卜部に由来することが報告

されているが，Amylaxの場合は Dinophysisとは対照的に， 2重

の葉緑体小JJ包体H英と， 葉緑体周辺区画にヌクレオモルフが残って

いた。さらに特徴的な形態のミ トコンドリアも残っていたが，ク リ

プト藻自体の細胞艇は失われていた。クリプ卜部細胞は，取り込ま

れた直後にはAmylaxの食胞膜に包まれているようだ、ったが，最終

的には食胞)1英も消化されると思われた。特筆すべきは， 1細胞のA

buxusの細胞には14細胞のクリプト蔀訓H胞残さが含まれていたが，

そのうち I細胞には核が残存した。本報告は Gonyaulax目渦鞭毛

藻における初めての“地葉緑体現象"と，渦鞭毛藻が葉緑体起源

生物の核を選択的に消化するとし寸!i技111各を示すものかもしれないc

C広島大学， 2海洋研究開発蹴込)

熊野茂・瀬戸良三・吉田忠生:Nemalionopsis tortuosaの選定

基準標本について

Shigeru Kumano， Ryozo Seto ancl Taclao Yoshicla: Research note: 

Lectotypification of Nemalionopsis tortuosa Yonecla巴tYagしThol巴aJes，

悶1吋ophyta

本 論文において標本KYO00020215をNemalionopsis

tortuosa Yon巴daetYagiのレクトタイプとして選定する。

英文誌 56巻4号表紙

Gonyalllax目渦鞭毛務Amylaxbuxus 

の顕微鏡写真と模式1~lo I~j視野と蛍光

像を融合させた写真 (左ヒ)では， 多

数の球体がフィコビリン蛍光を呈してい

る。透過型電子顕微鏡写真(左下)か

ら，球体はクリプト藻細胞残さであるこ

とがわかる。模王U豆|を右に示す(本号の

Koike etal.を参!照)。

(上井・古川)




